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農村伝道神学校を卒業し、北海道名寄市の道北セン

ターで働くようになってから今年で１９年目になります。

振り返ってみると、本当に充実した幸せな日々でした。

道北センターは、１９６０年の創立以来、「神を愛し、人

を愛し、土を愛する」という三愛精神を土台として、地域

に根ざした活動をしてきました。年に２回開催される道

北三愛塾には教会の人だけでなく、各地の農民、農と

食に関心を持つ人たちが集まってきます。農場訪問に

行くと、農村が今抱えている課題に触れ、食糧を育む

喜びや苦しみを知ります。道北地区の多くの教会は小

さく、助け合わなければ立ち続ける事は難しいです。だ

からこそいつも顔を合わせ、時にはけんかをし、葛藤を

抱えながらも、小さい群れの持つパワーを発揮していま

す。英語学園では小学１年生?６０代の人が英語を学ん

でいました。ある生徒は「ここで英語学習だけでなく、世

界のいろいろな価値観や文化を学び、自分の世界が

広がる体験をした」と言ってくれました。この他にも地元

のグループと平和活動をし、アイヌ民族の文化や権利

を大切にしていく動きにも連動しています。

センターは「リトリート」の場所です。自分の生活の現

場から一旦離れ、安心できる場所で心を開き、人と出

会い、様々な学びをし、神とじっくり対話します。そして、

心と魂と体に栄養を蓄え、また自分な場所へ帰っていく

のです。疲れ果ててここにたどり着いた人たちが、おい

しいものを食べ、ゆっくり寝て、たくさん笑って話して、

時には涙を流し、すっきりした顔で家路につくのを見ると、

嬉しくなります。この顔がセンターで働く１番の喜びであ

り、力の源です。

道北センターは今大きな過渡期を迎えています。３９

年間センターで働いたロバート・ウイットマーさんとウイッ

トマー圭子さんが今年引退し、１９５０年代から続いてき

たカナダ合同教会の宣教師の存在がいなくなり、今後

は日本の教会の力で運営していかなければなりません。

経済的人的支援を越えた新しいカナダ合同教会との関

係を構築し、次のヴィジョンを持つため、私は昨年６月

より１年間カナダへ研修に派遣されました。カナダでは、

信徒宣教者の養成講座とその活動、各地のセンターと

地域の宣教、若い人たちへのプログラムを中心に、各

地でコースや現場に参加して学びました。

北海教区では、教会員の数が減少し小さな教会で専

任の牧師を招聘するのが難しくなってきているため、将

来を見据えて様々な教会形成を考え始めています。そ

の中で道北センターは２０１１年度より「信徒のための宣

教講座」を始めました。カナダ合同教会では１９８０年代

より、牧師の少ない農村地域で働く「信徒牧師」の養成

が行なわれています。この度私は「信徒牧師」と「礼拝リ

ーダー」の学びの輪に参加しました。信徒牧師は教会

で「学生牧師」として働きながら３年間の学びをし、卒業

後は按手を受けた牧師とほぼ同じ働きをします。礼拝リ

ーダーは２年間課題を提出しながら、６回のコースに参

加し、各地の礼拝を応援します。どちらの学びの輪も体

験的で、アートやワークショップを取り入れた刺激的な

濃い学習の場でした。学びの輪の卒業生の現場も訪ね、

信徒ならでは地元と一体化した宣教のあり方に触れ、

目を開かれる思いがしました。

各地のセンターは経済的な厳しさを抱えながらも、６０

年以上その地のニーズにあった良い働きをしています。

環境問題への取り組み、先住民族の人たちとの連帯、

性的少数者に開かれた場づくり、課題を抱えた若い人

たちが人生をゆっくり考える時間、民族差別をなくす活

動など、時代とともに変化しながら魅力的なプログラム

が展開されています。地域宣教の現場では、教会を週

日ホームレスの人たちに解放し、食事の提供や洗濯機、

シャワー、コンピューターなどを無料で利用できるように

しており、生きづらさを抱えた人たちが農作業をする場

所もありました。どんなに小さな教会も、地域の働きに

参与する姿勢が印象に残っています。カナダでも日曜

日礼拝に来る若い人が減っています。そのため、日曜

日午前中以外の時間に様々なプログラムを持っています。

平日の夕方に地域の小さいお子さんのいる家族を招き、

ミニ礼拝、クラフトづくり、夕食をともにする「ちらかった

教会」というユニークなプログラムもありました。

１年間であまりにたくさんの出会いと学びがあり、まだ

消化しきれていませんが、この体験をセンターの新しい

ステージを作る原動力とし、「教会」を狭い枠の中に押

し込めるのではなく、様々な「キョウカイ」を越える働きを

展開していきたいと願っています。

筆者カナダにて

第108回道北三愛塾集会にて
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農場運営委員会は、野津田の里山で実る四季折々の恵みを多くの皆

様にも「収穫の感動を味わって頂けたら」と願っています。

収穫の時期は年により若干前後しますが、年間計画でご予定頂き是

非お出掛け下さい。収穫時期、料金、申込みなど事務所へお問い合

せ下さい。 農伝事務所（042）735-5775
農場運営委員会
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学校法人明治学院日本基

督教団東京教区南支区諸

教会 20,000

串木野教会 14,300

日本基督教団西東京教区

婦人委員会 10,000

水元教会 8,600

箕面教会 10,000

三元建設株式会社 10,000

若松栄町教会 10,000

合計7件 

金額 82,900

浅野 直人 5,000

東 寿子 2,000

安部 一徳 10,000

池田 伯 5,000

今村 博至 6,000(2)

今村直・路加 10,000

内城 子 3,000

大浦 邦子 3,000

大林 克江 5,000

岡本 明夫 1,500

小倉 明子 5,000

小原 敏 10,000

片岡謁也・輝美 5,000

金井 良樹 10,000

樺澤 幸雄 3,000

河原田美哉子 5,000

菊地 泰 3,000

倉田 一郎 3,000

桑野直義・瑳知子 5,000

小泉 晴子 5,000

五藤民雄・裕美子 10,000

近藤 康夫 5,000

斎藤 和子 10,000

迫田康洋・満寿枝 3,000

佐々木和子・英之助  

 10,000

佐々木迪淳 5,000

三宮 千枝 3,000

嶋貫 春江 2,000

清水 政江 5,000

鈴木 栄 10,000

諏訪 昭子 5,000

園田 博 3,000

髙木 明子 17,000

高柳めぐみ 5,000

田中 暉彦 50,000

田中 佑幸 10,000

月本 昭男 5,000

永江 顕三 5,000

成川 晃 100,000

西村保與子 3,000

西村保與子 10,000

新田 義見 5,000

野末 三郎 3,000

八田満千子 5,000

原 誠 5,000

樋口 進 5,000

土方満喜子 5,000

平本 順子 10,000

平良 修 5,000

福本 光子 10,000

舩木 誠 10,000

前鳥  20,000

増田陽一・一枝 30,000

町田 直明 5,000

松本眞理子 5,000

村上 和 10,000

柳 和吉 6,000(2)

柳田 緑映 10,000

山鹿昭明・文子 3,000

匿名 800

合計62件 

金額 533,300

大阪台湾教会 20,000

松本筑摩野伝道所 4,000

合計2件 

金額 

記念日他献金(個人)

秋保美保子 5,000

市橋みはる 3,000

市村 翠 5,000

大久保洋子 10,000

大澤 錦一 30,000

大仲 朝江 10,000

加藤 義昭 1,000

上内 鏡子 2,000

川崎 トシ 3,000

菊地 嘉昭 10,000

木田みな子 10,000

木下 良子 5,000

木下忠司・久美子 5,000

吉良 保子 5,000

小林 明 10,000

小林利明・恒子 3,000

小櫃テイ子 3,000

今野螢子・隆史 30,000

酒巻美和子 3,000

崎山 待子 5,000

佐藤 智子 20,000

佐藤 節男 10,000

下屋敷統太 1,000

髙寺 幸子 5,000

髙橋 昭子 2,000

髙橋 幸子 3,000

髙橋とも子 30,000

辻井武志・嗣子 3,000

津村有紀子 5,000

豊田 江美 100,000

中村千恵子 10,000

成田 昭子 3,000

服部千賀子 5,000

日高 静枝 5,000

平本 善一 3,000

福井 達雨 5,000

福井稔・のぶみ 3,000

福島 明美 3,000

福島 一夫 150,000

福島 静代 1,000

水谷カヲル 3,000

村井 道子 3,000

森下 義夫 10,000

山田 穣 3,000

山田美知子 5,000

吉田 依子 50,000

吉松 繁 2,000

吉村 直子 1,000

渡辺 重義 5,000

渡辺 晴美 3,000

渡辺寿美子 5,000

匿名 5,000

合計52件 

金額 620,000

ひとつぶ献金 

厚別教会 3,600

生田教会 84,800

軽井沢追分教会  

  50,000(2)

杉並教会 18,200

相武台教会 10,500

鶴川北教会 50,000

鶴川教会 56,700

松本教会 6,600

まぶね教会 42,700

合計10件 

金額 323,100
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集中豪雨による多大な被害、心からお見舞い申し上げ
ます。
＊後援会だより９８号をお届け致しました。１ページ

の道北クリスチャンセンター藤吉主事には、カナダ研修
からお帰り早々のお忙しい折にも関わらずご執筆頂き本
当にありがとうございました。どうぞ皆様、道北クリス
チャンセンターのお働きをお覚え下さいますよう宜しく
お願いいたします。
＊２ページでは、農伝で皆様がご参加頂ける四季折々

の「自然との交わり」をご紹介致しました。ご紹介の中で、
菜の花摘みやミョウガ採りなど初めてのご案内ですが、
ご参加頂ければ何れも季節感が満喫出来ること間違いあ
りません。また、ご紹介の栗拾いについては、農伝と言
えば「栗拾い」として長い間親しんで頂いた栗の木が老
木となり、環境の悪化や特に昨今の異常気象などにもよ
るのでしょうか、実のつきが悪くなり、枯れ木が多くな
りました。もうしばらくは個人の栗拾い程度にはお応え
出来そうです。既に、枯れ木の後に順次ブルーベリーや

柑橘類への植え替えを行っていますが、「新たな展望を
たてつつリニュアルして行きますのでご期待下さい」と
の農場運営委員会のお話でした。
＊３ページでご案内致しました農伝デーは、ご承知の

通り学校主催のオープンキャンパスです。
この農伝デーに後援会も出店しグッズ販売を致します。

グッズは皆様からのご支援ご協力、アイデア提案なども
あり、工作品１５品種にもなり、カード類は、聖書物語、
野津田の四季（絵：金斗鉉）、のほか農伝スケッチ、聖
句カード、クリスマスカードが出来ました。農伝デーに
は皆様にお求め頂けるよう沢山用意致しますのでおいで
の際はどうぞお求めください。
＊新年度に入り半年が過ぎようとしていますが、４月

から８月までお捧げ頂いた献金及びグッズ等収入につい
て感謝しご報告致します。多くの皆様に支えられ引き続
きも後援会活動を果たして参りたいと存じます。どうぞ
今後共、熱いお支えを宜しくお願いいたします。

         （後援会事務局 古川力也）

jjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjj

jjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjj

2014 2014年６月1日～８月31日（ ）内の数字は回数で、金額はその合計です。

〒195-0063 東京都町田市野津田町2024

TEL 042-735-5775 FAX 042-735-5711

Ｅ-メール：noden@pony.ocn.ne.jp

ホームページ：http://www11.ocn.ne.jp/̃noden/

振替番号 00120-6-24418

発行 農村伝道神学校後援会

会 長 島しづ子

事務局長 古川力也

2014年4月1日～2014年8月31日現在

収 入（献金・他）

2014年度(4月～8月） 前年度同期
献金区分

前年同
期比
(％)

2014

後 援 会 費 （団体）

   〃    （個人）

記念日他献金（団体）

   〃    （個人）

ひとつぶ献金（団体）

グッズ

合  計

4121%

126%

120%

136%

84%

76%

115%

件数

16

91

13

82

17

219

金額(円)

295,000

827,000

422,272

753,500

509,560

57,000

2,864,332

件数

13

91

13

56

19

192

金額(円)

243,000

654,500

351,700

551,500

604,750

75,050

2,480,500


